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1. はじめに

「水」は，地球規模の重要な循環資源の一つで，人々の
生命の維持に不可欠な社会インフラの一つに位置づけら
れる。しかしグローバルには水資源の偏在や渇水，洪水，
水質汚染などさまざまな課題がある。また日本国内では
上下水道の施設，管路の経年劣化や維持管理財政の逼迫，
さらには近年激甚化している災害対応などの課題がある。

国連では持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable 
Development Goals）1）に「目標6：すべての人々の水と
衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する」を掲げ，
それ以外にも水に関わる目標を設定し，2030年までの達
成をめざしている。

そのような中で，日立グループは2022年4月に新たな
「2024中期経営計画」を発表した。地球を守り社会を維
持するプラネタリーバウンダリーと，一人ひとりが快適
で活躍できる社会であるウェルビーイングを，グリーン，
デジタル，イノベーションとLumada※）で支えていく。

具体的には，社会イノベーション事業を引き続き加速・
発展させ，都市や産業分野を革新していく考えであり，
本稿では，その一翼を担う水インフラ分野を支える製品・
システムやサービス（水環境ソリューション）を紹介
する。

2. 国内外の水環境市場の動向

人々が飲み水や生活に利用できる淡水は，地球上の水
全体の0.01％と考えられ，地球規模では偏在しているう
えに，気候変動の影響と考えられる洪水や干ばつなどが
頻発している。経済産業省では，水ビジネス海外展開施
策の10年の振り返りと今後の展開の方向性に関する調
査を取りまとめ，2021年3月に公表している2）。水ビジネ
スの市場規模は2030年に110兆円を超えると予測してい
るが，市場は拡大・多様化しており，相手国での案件形
成には，官民連携とパートナーシップ活用の必要性を述
べている。

一方，日本国内では2020年度末に水道普及率は
98.1％，汚水処理（下水道，農業集落排水施設など，浄
化槽など）の人口普及率は92.1％に達し3），4），上下水道
施設の市場は新設から更新へと移行している。しかし自
治体予算の逼迫や熟練職員の減少，人口減少に伴う水需
要減少など，多くの課題がある。

この現状に対し，厚生労働省は2013年に「新水道ビ
ジョン」，国土交通省は2014年に「新下水道ビジョン」を
示した。また2019年10月には改正水道法が施行され，水
道事業の広域連携推進や，適切な資産管理，官民連携推
進，水道施設台帳の作成義務などが盛り込まれた5）。ま
た厚生労働省の組織見直しに伴い，2022年9月には水道
整備・管理行政を国土交通省と環境省に移管する方針が
発表された。65年ぶりの大規模な所管の変更であり，実
施される2024年以降の動向が注目されている。

※） 顧客のデータから価値を創出し，デジタルイノベーションを加速するため
の，日立の先進的なデジタル技術を活用したソリューション，サービス，
テクノロジーの総称。
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3.  水環境ソリューションの概要と 
めざす方向

日立グループは水源保全・治水・利水，水道・工業用
水，下水道・産業排水処理，水再生・造水など，水環境
のさまざまな分野で課題解決に長年取り組んできた。単
独の製品やサービスのみならず，それらを連携させた水
環境ソリューションの提案活動により，総合的な課題解
決や全体の最適化に貢献していく考えである。

近年では水環境分野でもデジタル技術の活用が進みつ
つあるが，日立グループでは情報制御技術の水環境分野
での活用と適用拡大を進めてきた。例えば，シミュレー
ション技術による計画・経営の支援や，水処理施設・管
路の維持管理・監視制御システムなどを提供し続けてい
る。さまざまなソリューション提案を進めていく過程で，
水分野で培ったデジタル技術の他インフラへの適用やそ
の逆も増えつつある。

ソリューション提案を支える主な技術や製品・システ
ム，サービスを分野別に図1に示す。

4.  日立グループ水環境ソリューションの
最新事例

4.1 

水道分野における最新の取り組み

日本の水道事業では，人口減少に伴う人財不足，水の
需要の減少および料金収入の減少，水道施設の老朽化に
伴う水道施設の更新需要の増大，気候変動の影響を考慮
したプラント運転の見直し，カーボンニュートラルへの
対応の要請などの課題に直面している。そこでソリュー
ション提供の手段として，日立製作所では新たに水道DX

（デジタルトランスフォーメーション）を開発した（図2参
照）。以下に水道向けO&M（Operation and Maintenance） 
デジタル技術と官民連携によるソリューション，AI

（Artificial Intelligence）を活用した水道の運転支援技術，
水道管路の維持管理における日立グループの最新の取り
組みを紹介する。

（1）水道向けO&Mデジタル技術と官民連携によるソ
リューション
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図1｜水環境ソリューションを支える主な技術・製品・システム・サービス
水環境の課題を解決する方法は一様ではないため，水源保全・治水・利水，水道・工業用水，下水道・産業排水，水
再生・造水などの課題に対し，さまざまな技術やシステム，サービスを連携させることで解決に貢献していく。

注：略語説明など
O&M（Operation and Maintenance），PPP（Public Private Partnership），AI（Artificial Intelligence），ART（Adaptive Resonance Theory），EAM（Enterprise Asset Management）， 
MBR（Membrane Bioreactor），RO（Reverse Osmosis）
※）ペガサスは，日立製作所と地方共同法人日本下水道事業団の日本における登録商標である。
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日本の水道事業で直面する課題に対応するための施策
には，官民連携や広域化などがある。民間企業の技術力
やノウハウを生かした質の高いサービスの提供やコスト
の削減などは，上下水道事業の運営基盤の強化に有効と
考えられている。日立グループでは，デジタルを活用し
たソリューションに着目し，函館市（北海道）DBO

（Design Build Operation）事業や那珂川浄水場（茨城県
企業局）包括委託事業など，受託サイトでの技術改善に
取り組んでいる。

（2）AIを活用した水道の運転支援技術
2019年に改正された改正水道法では，水道事業者の努

力義務として，長期的な観点から水道施設の計画的な更新
が記述されており，施設の統廃合や再配置の重要性が明確
化された。日立グループでは，運転員の五感・経験をIoT

（Internet of Things）およびAIで代替するデジタル技術，
設備や機器の運転支援技術に取り組み，大阪市水道局との
共同研究や埼玉県企業局との共同調査を進めている。

（3）水道管路の維持管理
水道資産の約70％は管路が占めており，水道事業者の

管理負荷が高い分野である。日立グループの管路管理支
援サービスは，漏水検知および管路更新計画立案に対し
提供するサービスと機能とを連携し，水道事業者の現在
から将来にわたり安心・安全な水を提供するという目的
の達成を支援している。

4.2 

下水道分野における最新の取り組み

下水道事業においても水道事業と同様，収入の減少，
施設・管路の老朽化，熟練運転員の減少が進むが，一方
で国土交通省「新下水道ビジョン加速戦略」の2022年度

の見直しでは，脱炭素化や水環境管理の推進などを新た
に位置づけ，DXやアセットマネジメント，気候変動など
を踏まえた防災・減災へと取り組みを拡大させる方向性
が示されている。これらの課題に対処するべく，デジタ
ル技術を生かした管路の維持管理，下水処理を革新する
最新技術における日立グループの最新の取り組みを紹介
する（図3参照）。

（1）デジタル技術を生かした管路の維持管理
管路の維持管理業務の効率化は，幅広い事業体に共通

する課題である。日立グループでは，デジタル技術とプ
ロダクトを掛け合わせ，管路維持管理業務に有効なソ
リューションの開発に取り組んでいる。ドローンを用い
た下水道管きょ調査ソリューションは，人が管きょ内に
入らず安全かつ効率的に調査ができる手法であり，東京
都下水道局・東京都下水道サービス株式会社との共同研
究で開発を進めている。光ファイバーマルチセンシング
システムは，光給電技術により下水道光ファイバーを電
源としても利用することで，下水管路内の継続的なセン
シングを可能とする。合流式下水道のポンプ場に対して
は，適切な起動・停止計画案をAIにより提示する雨水ポ
ンプ運転支援システムを開発中である。

（2）下水処理を革新する最新技術
日立グループでは，ソフトとハードの連携，AI，セン

シングと，デジタルを基盤にさまざまな角度から下水処
理技術の課題解決に取り組んでいる。下水処理場の雨水
対策ソリューションでは，軽微な改造で済むハード対策
に加え，運転管理の工夫をモデル式やAIでソフト化した
運転支援技術を開発中で，簡易処理による放流負荷を低
減する。AI下水処理支援技術は，人の知見とAIを組み合
わせ，水質の異常が発生しない範囲での省エネルギー運

凡例） AI適用領域
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運転支援
分析

監視 制御
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自動保守

代表的な
アプリケーション

（5）自動運転

（4）データ活用

（3）アセットマネジメント

（2）広域監視制御

（1）広域データ収集

水道事業体
広域運転監視センターなど

水道DXメニュー

図2｜水道DXのメニュー
事業体が保有する各浄水場からの運転データ（水量，水位，水質など），および点検データを収集してソリューションの共有
を行うことで，水道事業の広域化を実現する。

注：略語説明
DX（デジタルトランスフォーメーション）
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転を実現する運転支援システムであり，公益財団法人埼
玉県下水道公社との「AIを活用した下水処理の実用化に
向けた共同研究」に参画し効果検証中である。汚泥処理
運転支援技術では，AI画像解析と新規センサーを用いた
運転ガイダンスで脱水工程を最適化し，汚泥処分費を削
減するソリューションを開発中である。

4.3 

その他の最新の取り組み

日立グループは水環境の周辺事業領域においても，さ
まざまなソリューション提案を行っている。例えば，貿
易および経済活動に影響力を持つ社会インフラであり，
海上輸送と陸上輸送の結節点である国内外の港湾ターミ
ナルではさまざまな課題を抱えており，それを解決する
ための機能高度化に取り組んでいる。

また，脱炭素，水資源利用，資源循環など持続可能な
社会への転換は，技術，運営，認証，金融支援などの業
種を超えたステークホルダーの協力・連携が必要である。
日立グループでは，信頼をベースとしてこれらをつなぐ
プラットフォーム構想について，実現に着手している。

5. おわりに

本稿では，水環境に関わるさまざまな動向と，日立グ
ループの水環境ソリューションの概要および最近の協創
事例を紹介した。日立グループは長年にわたり培ってき
た技術・製品・システム・サービスなどに最新のデジタ
ル技術を加え，顧客のさまざまな課題解決に一丸となっ
て取り組んでいく。

国内外の健全な水環境やSDGsの達成に向けて，引き
続き貢献していく考えである。

管きょ ポンプ場 下水処理場
発生源対策

点検 ・ 浸入箇所絞り込み

・ 水位 ・ 水質監視 ・ 管きょ状態調査 ・ 雨水流入予測 ・ AIポンプ運転支援 ・ 固液分離性能の向上・ 限界性能の発揮
光ファイバー網利用マルチ
センシングボックス

UAV利用調査画像
解析支援

降雨情報， 管きょ内情報利用
ポンプ稼働台数， タイミングナビゲーション

傾斜板ユニット 汚泥流出 ・ 水質予測処理
水量最大化ナビゲーション

運転管理の工夫
雨水流入予測に基づくポンプ運転支援

施設対策 ・ 運転管理の工夫
汚泥流出抑制， 処理水量の最大化 ・ 増大

図3｜日立の下水道向け雨水対策ソリューション群（開発・実証中含む）
日立は，下水道における雨水リスク低減に向けた広範な雨水対策ソリューションを提供する。

注：略語説明
UAV（Unmanned Air Vehicle）
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